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結論および注と参考文献から構成されており、全体で英文にて 174 ページのものである。 
 第 1 章と第２章ではそれぞれ『島の流れ者』(1896)と『ロード・ジム』(1900)の初期２作品が論じられる。こ
れら２作品は海洋冒険小説でありながら、そこには西洋植民地主義への「懐疑」と批判的距離がみられるとする。
第１章では、白人２人の登場人物の対決が彼らの失墜を招く一方で、それに至る語りが不必要な「引き延ばし」
をしていると先行研究では論難されていたものを、本論ではその後に登場する優れた現地人と白人たちの対比を
強烈なものにするために不可欠な語りの方法であったと、きわめてオリジナルな指摘がされる。第２章では、『ロ
ード・ジム』の作品前半と後半の乖離が長らく批判されてきたが、本論は後半の語りが突如変化することで主人
公ジムの英雄幻想への懐疑が惹起され、それをパロディ化する醒めた視座が確立するのであり、前半と後半での
断裂はむしろそのようなセルフ・パロディが際立つために不可欠な語りの手法だったと結論付ける。 
 第３章と第４章ではそれぞれ『ノストローモ』(1904)と『密偵』(1907)が論じられる。これら２つの作品は場
面がそれまでの作品で扱われた海ではなく都市である。海の世界の連帯感が「懐疑」と「パロディ」によって脱
中心化されたのと同じように、都市の世界にも連帯感は不在であり、そこで展開される政治への「懐疑」が物語
化されていると、説得的な議論が展開される。これら２つの作品では、ともにプロット構成に円環性がみられ、
それがために、都市という連帯感がない世界では何も起こせないという無力感が現出するとする。『ノストローモ』
ではモニガム医師、『密偵』ではウィニーという従来あまり取り上げられない登場人物に敢えて焦点を当てること
で、作品の本質を読み取ることができると主張される。観念にとらわれてがんじがらめとなったモニガム医師も、
時の象徴であるグリニッチ天文台爆破をしようとする夫への徹底した無関心を保つウィニーも、２作品の構造の
特徴である円環性の呪縛にとらわれていて、彼らを考察することで、都市への懐疑心があらわになるとする。 
 第５章と第６章ではそれぞれ『チャンス』(1913)と『放浪者』(1923)という後期作品が議論される。この２作
品は再び海洋小説に回帰している。『チャンス』は、女性読者を念頭に置いて執筆された小説で、最近はフェミニ
ズム批評の観点から女性主人公の成長を重視する再評価が進んでいるが、本博士論文では、この作品は女性の物
語を前面に置きながらも、その底流に船乗りたち男性の物語を潜ませており、この語りのあり方により、前期と
はまた違った形で、船乗りたちの連帯感や海洋小説のセルフ・パロディとなっていると結論付けられる。 
第６章の『放浪者』論では、本博士論文に一貫してある、従来不自然だとされた語りの特徴を肯定的に再評価
するという姿勢がみられ、物語における「脱線」を肯定的にとらえる。結末部の脱線があるおかげで、「フランス
革命に纏わる死の影」というテーマと「ペイロール船長としてのプライドの揺らぎ」の２つの問題を同時に扱う
ことができるという主張は、本章を貫く議論であり、納得できるものである。ペイロール船長の出立を過度に劇
的に描くことで、海洋小説のあり方に対して、自意識的に距離を保ちながら読者に提示しているという議論も首
肯できる。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
 
 本論文は、ジョウゼフ・コンラッドの作品群から、海洋小説である初期２作品、都市を扱った中期２作品、再
び海洋を舞台とした後期２作品が論じられ、先行研究で断裂があるとされる前期作品と後期作品に一貫する視点
があるとし、それは「懐疑」「セルフ・パロディ」などの概念を導入することで明らかになるとした、斬新なもの
である。語りの技法の点では、「脱線」「偶然の多用」「引き延ばし」「複雑すぎるプロット」「直線的でない語り」
など否定的評価を受けてきた点を敢えて取り上げ、それらが実は作品の一貫性に寄与するものだとした。強引な
論理展開になる場合も若干あるが、説得のための粘り強さは高く評価できるものである。達意の英文で書かれて
おり、議論の展開は丁寧に行われている。 
 また、テーマとしては「懐疑」や「セルフ・パロディ」に注目している点も評価できる。確固たる船乗りの連
帯感、それらを無批判に描く海洋小説などに、コンラッドは本来船乗りであり価値観を共有するところがあるも
のの、懐疑の目を向けており、それこそがコンラッド文学の神髄であるとする議論は力強い。懐疑がきわまると
彼は自らの作品や自分の描く女性主人公などの世界そのものすら「懐疑」するようになり、その「セルフ・パロ
ディ」をやってのけるが、これこそがコンラッドの文学的価値だとするのは、全く独創的な議論である。 
 ただし、本論文において問題がないわけではない。語りの一貫性を強調するあまり、脱線そのものを楽しむこ
とができる読みの柔軟性を失う場合がある。また、「懐疑」と「セルフ・パロディ」が鍵となる概念でありながら、
その意味がしばしば異なっている場合や、章によってはそのテーマを扱う面が希薄になっているところもある。 
 しかし、これらの点は本論文の本質的な価値を損なうものではない。よって、本論文を博士（文学）の学位に
ふさわしいものと認定する。 
